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高浜発電所４号機の原子炉起動予定および調整運転の開始予定について 

 

高浜発電所４号機(加圧水型軽水炉 定格電気出力８７万キロワット、定格熱出力

２６６万キロワット)は、平成２３年７月２１日から第２０回定期検査を実施※して

おりましたが、平成２９年５月１７日に原子炉を起動する予定であり、翌１８日に

臨界に達する予定です。 

その後は、諸試験を実施し、５月２２日頃に定期検査の最終段階である調整運転

を開始する予定であり、６月中旬には原子力規制委員会の最終試験を受けて本格運

転を再開する予定です。 

 

以  上 

 

※高浜４号機は、平成２８年２月２６日に原子炉を起動し、翌２７日に臨界に達したが、２月２

９日の並列操作中に原子炉が自動停止した。その後、平成２８年３月９日、大津地方裁判所が、

高浜発電所３、４号機の再稼働禁止の仮処分命令を決定した。 

 

 

（添付資料）高浜発電所４号機 第２０回定期検査の概要 

 

 

 

 

 

 



高浜発電所４号機 第２０回定期検査の概要 

 

１．燃料集合体の取替え 

燃料集合体全数１５７体のうち、８９体を取り替えました。今回装荷した新燃

料集合体は６８体（うち４体はＭＯＸ燃料）です。 
 
※高浜４号機は、再稼働禁止の仮処分命令決定後、平成２８年８月１７日から１９日にかけ
て原子炉から燃料を取り出した。今回の起動にあたり、この取り出した燃料を再装荷して
いる。 

 

２．次回定期検査の予定 

平成３０年夏頃 

 

３．定期検査中に発生した安全協定に基づく異常事象 

（１）管理区域内における水漏れについて       （図－１参照） 

平成２８年２月２０日１５時４２分頃、１次冷却材系統の昇温に向け、化

学体積制御系統の水をほう素熱再生系統に通水したところ、「一次系床ドレン

注意」警報が発信しました。このため、現場を確認したところ、原子炉補助建

屋の脱塩塔室前の床面に水溜まりを確認しました。 

原因は、Ｂ－冷却材脱塩塔の入口側弁の一部のボルトに適正な締付トルク

がかかっていなかったことから、通水操作による系統の圧力の一時的な上昇に

伴い、当該弁から漏えいが発生したものと推定しました。 

対策として、当該弁のダイヤフラムシートを新品に取替えるとともに、一

次冷却材が流れる系統の同種の弁（弁駆動軸が水平方向の弁）が適正に締付け

られていることを確認しました。また、圧力変動の影響が少なくなるよう、化

学体積制御系統の抽出水の圧力が低い状態でほう素熱再生系統に通水するこ

ととし、運転操作所則に反映しました。 

なお、本事象による周辺環境への影響はありませんでした。 

[平成２８年２月２０日、２２日、２５日 お知らせ済み] 

 

（２）発電機自動停止に伴う原子炉自動停止について  （図－２参照） 

平成２８年２月２９日１４時０１分２６秒、並列操作を実施したところ、

発電機が自動停止し、「主変・発電機内部故障」の警報が発信し、１４時０１

分２７秒、タービンおよび原子炉が自動停止しました。 

現地リレー盤において、当該警報の発信要素の動作リレーを確認したとこ

ろ、主変圧器の故障を示す検出回路が動作していました。 

 

調査の結果、並列操作時において、今回の定期検査で交換したリレーの代

替として、当該リレーを、主変圧器を流れる電流の差を検知する運用から、系



統全体に流れる電流を検知する運用に変更していました。その際、発電機と送

電系統の位相差により生じる瞬間的な潮流の影響を考慮した動作設定値とし

ていなかったため、当該リレーが並列時に発生した送電系統側から発電機側へ

の潮流を検知し、動作したものと推定しました。 

対策として、当該リレーを主変圧器の定格以上の電流が系統に流れないこ

とを監視する運用とし、設定値を変更します。 

[平成２８年２月２９日、３月１日、９日 お知らせ済み] 

 



図－１ 管理区域内における水漏れについて
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並列
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図－２ 発電機自動停止に伴う原子炉自動停止について
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（１）Ｇ８７の取替に伴い、Ｍ８７Ｂを暫定運用する検討を行った際に、過渡的な電流変化を想定した設定値と
なっていなかった。

（２）メーカに工事を発注した際に、Ｍ８７Ｂの設定値について、過渡的な電流変化を踏まえた影響評価を行うよう
要求していなかった。

原因

並列操作時

・並列時に発生する過渡的な電流値の変化（位相差±10°以内における電流増加）を考慮し、並列時のＭ８７Ｂ
の暫定的な設定値を90%にする。
・メーカーに対して過渡的変化時を含めた定量的な電流評価を義務付けるよう、調達要求に明記した。
・今回の発電機・主変圧器保護リレー盤取替工事関係者に対して、過渡的変化時の潮流※に関する教育を実施する
とともに、メーカーで実施する対策の実施状況を確認した。

対策

（＊：電力系統内の電力の流れ）

同種事象の再発防止に向けた取り組み

所内変圧器

所内機器
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・前回停止以降、今回の定期検査までに実施した全ての工事（約1800件）のうち、設定値の変更等を行ったもの
（47件）に対し、保護リレー、水位計、警報の設定値等の妥当性を再検証した。
・最終のヒートアップ（一次冷却材系統の昇温・昇圧）開始以降に暫定的な運用を行うものについて、プラントの過渡
変化に対応できることを確認していく。



（平成２９年５月１６日現在）

高浜発電所４号機　第２０回定期検査の作業工程
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原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事 起動前弁点検
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600系ニッケル基合金管台予防保全対策工事原子炉容器開放
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1次系弁･ポンプ点検原子炉容器供用期間中検査

起動試験

１次冷却材系統

漏えい検査
蒸気発生器過流探傷検査

１次系強加工曲げ配管取替工事

福島第一原子力発電所事故を踏まえた

安全対策対応および新規制基準対応

非常用ディーゼル

発電機検査

燃料取出し

(H28.8/17～8/19)

大津地裁の「高浜発電所３、４号機再稼動禁止仮処分命令」により停止

3/9 3/28

起動前弁点検

原子炉容器組立

燃料装荷
起動試験

１次冷却材系統

漏えい検査

非常用ディーゼル

発電機検査

並列時(5/22予定)

総合負荷性能検査

停止時点検※（第５回）

※定期検査の長期化に伴い、停止中においても使用している機器等について、概ね１年に１回、健全性確保のために実施する点検

（内容）非常用ディーゼル発電機の分解点検および外観点検、海水ポンプの分解点検、放射線監視装置の校正 等

（期間）第１回停止時点検（H24/5/28～8/31）、第２回停止時点検（H25/1/8～9/10）、第３回停止時点検（H26/6/4～12/26）、第４回停止時点検（H27/6/5～H28/1/31）、

第５停止時点検（H28/10/17～H29/1/7）

（別紙）

注：黒塗りは実績を示す


